
深谷市確認申請受付チェックシート（令和7年4月１日施行）

太枠内の記入をお願いします。なお、代理人の連絡先は確認審査時の質疑事項等の送付先としてください。

建築主名

代理人
（名前・連絡先・mail・
FAX）

物件概要 1棟目 2棟目 3棟目 合計（敷地単位）

用途

構造 ー

階数 ー

床面積 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

以下対象建築物を記入 以下取得時期を記入

ー

ー

以下審査機関にて記入

根拠

手数料条例１１項

手数料条例１３項

ー

根拠

手数料条例１６項

手数料条例18項

ー

事前審査受付日

省エネ仕様基準加算手数料（建築物毎に算出） 円

省エネ基準の適合方法
（該当に〇をつける）

住宅の場合（標準計算、仕様基準、計算・仕様基準併用）

非住宅の場合（標準入力法、モデル建物法）

床面積からの手数料（敷地単位で算出） 円

省エネ適判の取得の
有無

（該当に〇をつける）

省エネ適合性判定

設計住宅性能評価

長期優良住宅の認定

長期使用構造等の確認

低炭素建築物認定

建築物のエネルギー消費性能向上計画認定

省エネ適判等は取得しない（仕様基準のため）

省エネ審査対象外

確認審査手数料

合計 円

合計 円

完了検査手数料

省エネ適合加算手数料（建築物毎に算出） 円

床面積からの手数料（敷地単位で算出） 円



深谷市確認申請必要書類（令和７年４月１日施行）

No. 図面等名称 内容 備考

1 確認申請書
提出部数
消防同意あり：３部
消防同意なし：２部

2 建築計画概要書
提出部数
消防同意あり：１部
消防同意なし：2部

3 建築工事届 提出部数：1部

4 委任状 建築主及び代理人が確認申請書の内容とあっているか。

5 案内図 申請場所が分かるようにしてください。

6 公図 申請場所が分かるようにしてください。（公図の写し可）

①仕様表 2号

②配置図 2号3号共通

③平面図 2号3号共通

④立面図 2号3号共通

⑤断面図 2号3号共通

⑥地盤面算定表 2号3号共通

⑦構造詳細図 2号

⑧壁量判定 2号

⑨四分割法判定 2号

⑩柱頭柱脚金物算定 2号

⑪給排水衛生・電気設備 2号

⑫換気・採光計算書 2号

⑬省エネ仕様基準に係る仕様書、計算シート 2号

⑭シックハウス関連仕様書、計算シート 2号3号共通

8 省エネ適判等
建築基準法第6条第２号に該当する建築物で、仕様基準以外で評
価するものは省エネ適判等を取得してください。

9 許可証明書等 適合証明書、都市計画法53条許可書、仮設許可書

10 浄化槽調書 提出部数：４部

11 その他添付図書 道水路占用許可、不適格建築物調書、工場に関する調書

7

建築基準法第6条2号と3号で設計図書の内容が異なります。

設計図書



深谷市確認申請受付チェックシート（令和7年4月１日施行）

太枠内の記入をお願いします。なお、代理人の連絡先は確認審査時の質疑事項等の送付先としてください。

建築主名

代理人
（名前・連絡先・mail・
FAX）

物件概要 1棟目 2棟目 3棟目 合計（敷地単位）

用途 一戸建ての住宅 車庫 ー 一戸建ての住宅

構造 木造 アルミ合金造 ー ー

階数 2階 平屋 ー ー

床面積 ２５０㎡ ５５㎡ ㎡ ㎡

以下対象建築物を記入 以下取得時期を記入

一戸建ての住宅 ー

車庫 ー

以下審査機関にて記入

根拠

手数料条例１１項

手数料条例１３項

ー

根拠

手数料条例１６項

手数料条例18項

ー

事前審査受付日

完了検査手数料

２０２５．４．２０

床面積からの手数料（敷地単位で算出）

省エネ適合加算手数料（建築物毎に算出）

合計

42,000円（305㎡より）

7,000円（250㎡より）

49,000円

省エネ仕様基準加算手数料（建築物毎に算出）

合計

39,000円（305㎡より）

16,000円（250㎡より）

確認審査手数料

55,000円

住宅の場合（標準計算、仕様基準、計算・仕様基準併用）

非住宅の場合（標準入力法、モデル建物法）

床面積からの手数料（敷地単位で算出）

建築物のエネルギー消費性能向上計画認定

省エネ基準の適合方法
（該当に〇をつける）

省エネ適判等は取得しない（仕様基準のため）

省エネ適合性判定

設計住宅性能評価

長期優良住宅の認定

長期使用構造等の確認

低炭素建築物認定

省エネ適判の取得の
有無

（該当に〇をつける）

省エネ審査対象外

記入例

新築する建築物の概要を表記して
ください。既存建築物の概要は記
入不要です。


